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横浜本社にショールーム開設
⽇本舶⽤エレクトロニクス、商談や社員研修にも活⽤
 ⽇本舶⽤エレクトロニクスはこのほど、横浜市の本社２階に、同社が取り扱う商品の実機を
展⽰するショールームを開設した。商品のＰＲ拠点として活⽤するほか、顧客との商談や打ち
合わせ、懇談の場として⽤いていく。越⾕和久社⻑は、「ここをコミュニケーションの場にし
ていきたい」と語る。さらに、社員らの研修にも役⽴てる⽅針だ。
 越⾕社⻑はショールーム開設の⽬的について、「従来、当社商品を⾒て触ってご意⾒いただ
く場がなかったため、そのために活⽤していきたい」と説明する。また、ショールームを設け
ることで、造船所や船主らが東京を訪れた際に、同社が本社を置く横浜まで⾜を延ばしてもら
うきっかけにしたいとの思いもある。

ショールームは、同社が近年注⼒する、船内の安⼼・安全に関する情報を⾒える化するグラ
フィカルセーフティシステム「NHE CONNECT」の展⽰をメインに、⽕災探知装置、舶⽤時
計、船内指令装置、電話⾃動交換機、電話機、積付計算機システム、監視カメラシステム̶の
７つのプロダクトを並べる。従来、７つのプロダクトは個別に取り扱われていたが、将来的に
はこれらのプロダクトをNHE CONNECTでつなげることで、顧客価値の創造に結び付けること
を⽬指しており、同社が⽬指す将来像としてパネルでも紹介している。
 NHE CONNECTは、既に⽕災探知装置とカメラとの連携を実現しており、さらなる機能拡充
に向けた開発を推進中。越⾕社⻑は、「NHE CONNECTを含め、当社の取り組みは常に前進し
ており、その説明の場にも使っていく」とする。

ショールームにはテーブルやスクリーンも備え、顧客や取引先、製造委託メーカーとの商談
や打ち合わせの場に⽤いる。「新商品のアイデア出しにもつなげたい」と越⾕社⻑。また、同
社は近年、換装ビジネスにも注⼒することから、海外船主とのつながりも増えており、「来⽇
してもらった際に、商品を⾒ながら、ゆっくり懇談する場にできれば」。
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顧客との商談のほか社員研修にも活⽤するショー
ルーム

ショールーム内には、舶⽤時計など７つのプロダ
クトを展⽰する

⼊り⼝すぐのコーナーには、NHE CONNECTを中
⼼に据えた、同社が⽬指す姿が展⽰されている
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 さらに、⾃社社員の研修の場としても役⽴てる。従来、社員の本社研修は座学が中⼼で、実
機の取り扱いについてはＯＪＴ研修が主だったが、「ショールームで実機に触れてもらうこと
で、仕組みや取り扱い⽅法を早く覚えてほしい」。また、協⼒会社にもショールームで実機を
⾒てもらうことで、次の商品開発や売り込みにつなげてもらうことを期待する。

ショールームは６⽉から利⽤を開始しており、海外船主を含め既に複数社が訪れているとい
う。商品ＰＲ、そして顧客や業界関係者らとの「社交の場」として、展開していくことを⽬指
す。
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